
 

協議事項（１）：知立市地域公共交通網形成計画の評価結果及び地域公共交通 

確保維持改善に関する自己評価について 

 

 

１．地域公共交通網形成計画の評価結果及び地域公共交通確保維持改善に 

関する自己評価 

 

（１）評価の目的 

 当市では令和元年３月に策定した知立市地域公共交通網形成計画に基づき、各種事業に取り

組んでおり、令和６年度における各種事業の実施状況や結果、評価指標の達成状況について、自己評

価を行い、地域が抱える交通課題が解決できたかどうかを判断し、必要な改善策を検討するために

行うものです。 

 自己評価等は当交通会議で行うため、協議事項として議決が必要となります。 

 

（２）第三者評価委員会 

 各交通会議（協議会）の自己評価について、有識者を交えて客観的な立場から取組の改善

に向けた助言をするため、中部運輸局により平成２３年度以降毎年、第三者評価委員会を開

催されています。 

 当市交通会議は令和８年２月１０日（火）に開かれる第三者評価委員会に出席し、評価及び助言を受

けます。 

 

(３)評価対象期間 
 ・地域公共交通網形成計画        令和６年度（令和６年 ４月１日～令和７年３月３１日） 

 ・地域公共交通確保維持改善事業   令和７年度（令和６年１０月１日～令和７年９月３０日） 

 

 

２．第三者評価委員会に係る提出資料（中部様式）について 

 

（１）中部様式  

地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱等に定められる事業評価に加え、中部運輸局

独自に地域全体の公共交通に関する取組に対して評価、助言等を実施されています。令和３年度か

らは地域公共交通計画の評価結果も評価の対象として開催されており、評価を受ける際の様式が中

部様式となります。 

 

(２)提出期限 

  令和８年１月１６日（金） 
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知立市総合公共交通会議
（ 知立市）

令和７ 年度 地域公共交通確保維持改善に関する自己評価
（ 及び地域公共交通計画の評価結果） 概要（ 全体）

中部様式

平成１ ９ 年９ 月１ 日設置

令和元年３ 月２ ２ 日 知立市地域公共交通計画策定
（ 計画期間: 令和元年４ 月～令和９ 年３ 月）

評価対象の地域公共交通確保維持事業
・ 地域間幹線系統確保維持国庫補助金

1【 資料１ 】



1.【 Plan】 協議会等が目指す地域公共交通の姿 2

「 安ら ぎ・ にぎわう 住みよさ を誇れるまち 知立」 の実現に向けて

【 知立市の概要】 （ 令和７ 年４ 月現在）

■人口: 72,557人

■鉄道: 名鉄名古屋本線と 名鉄三河
線が知立駅で接続し 、 市内
には４ 駅が所在

■バス: 名鉄バス愛教大線、 知多バ
ス空港アク セスバス（ 運休
中） 、 高岡ふれあいバス、
ミ ニバス５ コ ースが運行

【 計画策定の背景】
知立市立地適正化計画に示す将来都

市構造の実現のため、 まちづく り と
一体と なっ た持続可能な公共交通ネ
ッ ト ワーク を形成するこ と を目的と し
て、 令和元年３ 月に知立市地域公共交
通網形成計画を策定し た。



2.【 Do】 目標達成に向けた公共交通に関する主な具体的取組 3

取組名称 取組の概要 実施結果 実施結果の考察
基本方針１
（ １ ） 利用者目線による分か
り やすい情報の提供

①ミ ニバスdeお出かけモ
デルコ ース冊子の作成

■バスを 利用し たこ と が無い方が
利用するき っ かけ作り と し て、 ミ
ニバスや刈谷市・ 安城市・ 豊田市
のコ ミ ュ ニティ バスを 利用し たモ
デルコ ース冊子を 作成し 、 各市役
所等で配布、 市ホームページで公
開

■市内高齢者の団体が活動に取り 入
れ、 実際に実施、 今後年２ 回程度の
実施を 検討
■関係市にも 積極的に配布し 、 窓口
やイ ベン ト 等で配布。 連携が深まっ
た

■令和５ 年度から 市内高齢者の団
体が活動に取り 入れ、 参加者から
はバスの便が合わない時間帯は歩
く など健康づく り にも 活かせると
の声が聞かれた。

基本方針１
（ １ ） 利用者目線による分か
り やすい情報の提供

②バスロケーショ ンシス
テムの導入

■パソ コ ンやスマート フ ォ ンなど
でバスの運行状況が確認でき るシ
ステムを 導入
■各バス停の時刻表にバスロケの
二次元コ ード を 掲載すると と も に、
利用方法を 掲示するこ と で初めて
利用する人にも 配慮

■遅延に対する苦情等が２ ～３ 件／
月のと こ ろ ０ ～１ 件／月程度に減少

■各バス停に二次元コ ード を 掲載
し たこ と が功を 奏し たと 考える。
■一方で画面が見にく い、 わかり
にく いと いう 声も あるため、 費用
対効果を 鑑みながら 改善策を 検討
する。

基本方針１
（ １ ） 利用者目線による分か
り やすい情報の提供

③Ｇ Ｔ Ｆ Ｓ データ の整備
と GoogleMapへの経路掲載

■Ｇ Ｔ Ｆ Ｓ データ を 整備し 、 デー
タ リ ポジト リ にて公開
■各路線検索サイ ト ・ アプリ に路
線情報を 掲載
■利用率の高いGoogleMapにルー
ト を 掲載するこ と により 、 利用者
の利便性を 向上

■実際の各サイ ト のアク セス数やア
プリ での検索数等は不明
■アプリ 等利用し ていると 考えら れ
る若中年齢層から の乗換についての
問い合わせはほぼない状況

■検索の手段を 増やすこ と が出来
たため、 利用者の利便性は向上し
たと 考えら れる。

基本方針２
（ ２ ） 利用促進を 誘導する施
策

④夏休み期間中の中学生
乗車無料キャ ンペーン

■中学生が公共交通を 利用する
き っ かけ作り と し て、 夏休み期間
中はバス降車時に乗務員に生徒手
帳等を 見せると ミ ニバスを 無料で
利用でき る取組を 実施

・ 令和５ 年度利用者数: 475人
・ 令和６ 年度利用者数: 439人
（ 各年利用率は全生徒数の約23％）

■コ ロナ禍にあっ た令和２ 年度を
除き 平均で400人以上が利用し て
おり 、 乗車記録から プールや近隣
のショ ッ ピングモールへの移動に
利用し ていると 考えら れる。

基本方針２
（ ２ ） 利用促進を 誘導する施
策

⑤運転免許自主返納者支
援事業

■運転免許証を自主返納し た65歳
以上75歳未満の市民に対し てミ ニ
バス乗車券を 発行

■乗車料金種別調査によると 令和６
年度の全利用者約27万人のう ち約
３ ％が自主返納者の利用

・ 利用者数（ 推定） 8,200人

■75歳になると 高齢者ミ ニバス運
賃無料化事業に移行し 、 減少する
はずだが、 毎年３ ％で推移し てい
るため、 毎年一定数が返納し 、 交
通手段と し て活用さ れていると 考
えら れる。



2.【 Do】 目標達成に向けた公共交通に関する主な具体的取組 4

取組名称 取組の概要 実施結果 実施結果の考察
基本方針２
（ ２ ） 利用促進を 誘導する施策

⑥高齢者ミ ニバス運賃無料
化事業

■75歳以上の市民は、 ミ ニバス無
料パスケースに後期高齢者証明書
（ 現後期高齢者医療被保険者証）
を パスケースに入れて利用するこ
と で、 無料で乗車が可能

■乗車料金種別調査による と 令和
６ 年度の全利用者約27万人のう ち
約31％が75歳以上の高齢者の利用

・ 利用者数（ 推定） 83,700人

■市北西部を 周回する １ コ ース
では75歳以上の高齢者利用が平
均49％と 半数近く を占めており 、
高齢者のお出かけ需要に応えら
れていると 考えら れる 。

基本方針３
（ ３ ） 地域づく り と 一体と なっ
たバスへの愛着（ マイ バス意
識） を 高める施策

⑦乗車体験イ ベント

■公共交通の認知度の低い若中年
齢層を 対象に、 市内で開催さ れる
親子向けイ ベント にミ ニバス等を
展示、 実際に乗車し て車両に触れ
ても ら う こ と により 、 公共交通を
利用するき っ かけと する

■ちり ゅ う 子ども フ ェ スティ バル
にて乗車体験を 実施

・ 令和５ 年度: 参加者数804人
・ 令和６ 年度: 参加者数868人

※令和６ 年度はタ ク シーの乗車体
験も 併催

■令和6年度の乗車体験時のアン
ケート では令和5年度のイ ベント
開催後にミ ニバスを利用し たか
の問いに乗車し たと 回答さ れた
人が約40％で、 一定の啓発結果
はあっ たと 考えら れる 。

基本方針３
（ ３ ） 地域づく り と 一体と なっ
たバスへの愛着（ マイ バス意
識） を 高める施策

⑧マルシェ イ ベント と 連携
し たミ ニバス利用促進キャ
ンペーン

■コ ロナ禍による利用者が減少し
た公共交通の需要回復のため、
様々な公共交通の利用が可能と な
る知立駅で開催さ れるマルシェ で
ミ ニバス無料乗車券を 配布
■バス運行時間帯以外にはタ ク
シーも 利用し ても ら えるよう 周知

■10月から ２ 月まで４ 回開催さ れ
た知立ド リ ームマルシェ にて買物
を し た人に無料乗車券を配付
（ 計1,600枚）

・ 令和４ 年度: 利用者数235人
（ 配付枚数の14.7％の利用率）

■周知にＳ Ｎ Ｓ を 活用する等、
主な客層である若中年齢層が情
報を 得やすく するよう 工夫し た
が、 思う よ う に利用が伸びな
かっ た。
■自家用車ではなく 公共交通を
使う こ と の優位性に着目し 、 Ｐ
Ｒ する必要がある。

基本方針３
（ ３ ） 地域づく り と 一体と なっ
たバスへの愛着（ マイ バス意
識） を 高める施策

⑨ミ ニバス車内ギャ ラ リ ー

■ミ ニバス車内に公募による市民
の作品を 掲示するこ と により 、 ミ
ニバスに親し みを も っ ても ら う こ
と を 目的と し て実施

■12月下旬から 3月末までの間、
親子川柳入選作品を及び市内中学
生が描いた川柳の挿絵を掲示

・ 令和６ 年度: 60首
■各種健診、 選挙啓発等の行政情
報を掲示

・ 令和６ 年度: ５ 件

■当初は絵葉書等ギャ ラ リ ーら
し い掲示を 行っ ていたが、 近年
は公募せず、 ほぼ親子川柳用の
事業と なっ ている。
■コ ロナ禍を 経て自宅ででき る
趣味の活動が増えたため、 再度
公募するこ と を検討し たい。

基本方針３
（ ３ ） 地域づく り と 一体と なっ
たバスへの愛着（ マイ バス意
識） を 高める施策

⑩ミ ニバス車体広告事業

■ミ ニバス運行における自主財源
の確保と 地域経済の振興を 図るこ
と を 目的にと し て実施

・ 令和４ 年度: １ 社 277,950円
・ 令和５ 年度: ２ 社 550,716円
・ 令和６ 年度: ４ 社 890,462円

■毎年コ ン スタ ント に掲載件数
が増加し ており 、 広告収入も 比
例し て増加し ている。
■運転席側の掲載スペースが不
人気のため、 ㎡当たり 単価を 下
げる等検討する必要がある。



2.【 Do】 目標達成に向けた公共交通に関する主な具体的取組 5

取組名称 取組の概要 実施結果 実施結果の考察
基本方針３
（ ３ ） 地域づく り と 一体と なっ
たバスへの愛着（ マイ バス意
識） を 高める施策

⑪ミ ニバスデジタ ルサイ
ネージ事業

■ミ ニバス車内にデジタ ルサイ
ネージを 設置し 、 民間事業者等の
広告及び市のイ ベント 情報や啓発
情報を 放映。 市民に情報提供し 、
市民サービスの維持・ 向上を 図る

・ 令和５ 年度:
民間企業 計20社
行政情報 計10件

・ 令和６ 年度:
民間企業 計22社
行政情報 計28件

■デジタ ルサイ ネージでの行政情
報等の放映はデータ を パワーポイ
ント で作成でき るなど、 手軽で
年々掲載件数が増加し ている。

⑪ミ ニバスデジタ ルサイ ネージ

⑧マルシェ での無料乗車券配付⑦ミ ニバス・ タ ク シー乗車体験①ミ ニバスdeお出かけモデルコ ース

③Ｇ Ｔ Ｆ Ｓ データ の整備と GoogleMapへの経路掲載



3.【 Check】 計画の目標の達成状況と その理由についての考察 6

目標
目標と

する指標
目標値

[R8]

評価値
[R6,7]

現況値
[H28,29]

考察

公共交通利用者
数の維持・ 増加

市内
公共交通計 24,185人/日 21,405人/日 23,544人/日

目標値設定がコ ロナ禍前であるこ と
から 評価値と 乖離し ているが、 バス
路線については目標値を 上回っ た。

公共交通
利用割合の向上

鉄道 83.1％以上 79.0％ 83.1％
コ ロナ禍から 約５ 年が経過し 、 電車
を 利用し た通勤者数の減少や、 通勤
手段・ 頻度の変化により 低下し た。

空港バス 14.6％以上 — 14.6％ (大幅な減便があっ たため調査未実施)

路線バス 13.0％以上 13.4％ 13.0％
沿線住民の知立駅や刈谷市方向への
移動手段と し て、 大き な変化なく 役
割を果たし ている。

ミ ニバス 24.6％以上 26.3％ 24.6％
計画策定後、 様々な乗車機会創出の
取組を 実施し た結果、 目標値を上
回っ た。

目標
目標と

する指標
目標値

[R8]

評価値
[R6,7]

現況値
[H28,29]

考察

公共交通総合
満足度の向上

公共交通
総合満足度

26.1％以上 33.6％ 26.1％

知立駅連続立体交差事業をはじ め、
大小様々な公共交通関連事業が進行
し 、 目に見えた変化や体感により 、
公共交通への関心や期待感が高まっ
たため。



3.【 Check】 計画の目標の達成状況と その理由についての考察 7

目標
目標と

する指標
目標値

[R8]

評価値
[R6,7]

現況値
[H28,29]

考察

公共交通を利用
し て知立駅周辺
に来訪する人数
の維持・ 増加

鉄道 17,000人/日 14,601人/日 16,544人/日
電車を 利用し た通勤者数の減少や、
通勤手段・ 頻度の変化により 目標値
を 達成でき なかっ た。

空港バス 35人/日 0.6人/日 32人/日
令和6年11月に運休と なり 、 大幅に
減少し た。

路線バス 1,500人/日 1,200人/日 1,456人/日
路線バスを 利用し た通学者数の減少
や、 通学手段・ 頻度の変化により 目
標値を 達成でき なかっ た。

ミ ニバス 250人/日 182人/日 218人/日

上記に加え、 ミ ニバスを 利用し た買
物・ 通院の減少や、 利用する交通手
段・ 頻度の変化により 目標値を達成
でき なかっ た。

目標
目標と

する指標
目標値

[R8]

評価値
[R6,7]

現況値
[H28,29]

考察

公共交通に関す
る認知度の向上

市内をミ ニ
バスが走っ
ているこ と

91.8％ 92.5％ 91.8％
運行20周年事業の実施や、 転入者へ
の案内にバスマッ プを 同封する等の
取組により 、 認知度が向上し た。

自宅近く を
走るバスで
行く こ と の
でき る施設

27.4％ 25.3％ 27.4％
「 ミ ニバスモデルコ ース」 を 作成・
公開する等の取組を行っ たが、 目標
値を達成でき なかっ た。



4.【 Act】 計画目標の達成に向けた今後の取組方針 の作成 8

今後の方針

公共交通利用者数
の維持・ 増加

公共交通利用者数

■知立駅連続立体交差事業や知立駅周辺整備土地区画整理事業、 再開発事業
による交通状況の変化に合わせ、 「 まちづく り と 連携」 し た公共交通ネッ ト
ワーク の再編を行い、 八橋かき つばた園や知立神社等「 観光振興と の連携」 、
鉄道・ 路線バス・ ミ ニバス及びタ ク シー等の「 多様な公共交通の連携」 を 図
る。

・ 車内デジタ ルサイ ネージ等での連続立体交差事業の進捗情報の提供
・ 同じ く デジタ ルサイ ネージでの観光情報の提供
・ 公共交通利用者が受けら れるイ ンセンティ ブ（ 割引等） の検討
・ エリ アパス等の検討
・ CentXやmy routeなどMaaS実証事業の検討

公共交通
利用割合の向上

鉄道利用者数
■事業者と 協力し たウォ ーキングツアー等を検討・ 実施し 、 利用を促進する。
■こ ども manacaなど運行事業者が実施し ている施策の情報提供を 行う 。

空港バス利用者数
■運行事業者と 利用実態等の情報共有を 行い、 運行再開に向けての方策を 検
討する。

路線バス利用者数
■運行事業者と 利用実態等の情報共有を 行い、 利用促進の方策を 検討する。
■シルバーパスなど運行事業者が実施し ている施策の情報提供を 行う 。

ミ ニバス利用者数

■地域間幹線系統である豊田市に乗り 入れる２ （ パープル） コ ース、 刈谷市
に乗り 入れる４ （ ブルー） コ ースについて、 関係２ 市と 連携し 、 利用促進の
ための施策を 検討する。
・ 各市と の協議の場を設定
・ 地域性やニーズ把握など情報を共有する。

タ ク シー利用者数 ■運行事業者と 利用実態等の情報共有を 行い、 利用促進の方策を 検討する。
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年度 二次評価結果
事業評価結果の反映状況

（ 具体的対応内容）
今後の対応方針

前
回

前
々
回

※前回: ○年○月○日、 前々回: ○年○月○日

該当あり ません
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ネットワーク全体での 
評価・検証（Check）  

知立市地域公共交通網形成計画の策定（Plan） 

知立市地域公共交通網形成 
計画の見直し（Action） 

「 知立市総合公共交通会議」 にて評価・ 検証および改善策の検討を 実施 

個別事業および路線単位の評価・検証および改善策の検討 

個別事業の実施 
（Do） 

個別事業（路線）の改善策の検討 
（Action） 

個別事業（路線）の評価・検証 
（Check） 

個別事業の計画 
（Plan） 

2018 年度策定 

2019 年度～2026 年度の毎年度実施 

2026 年度（ 最終年度） に実施 
＊個別事業の評価・ 検証を 踏まえ、 必要に応じ て適宜実施 

（Do） 計画全体の
評価・ 検証

中間年度
及び

最終年度

個別事業の
評価・ 検証

毎年度

■知立市総合公共交通会議等の直近１ 年間の実施状況

第１ 回 知立市総合公共交通会議 令和６ 年５ 月３ 日
主な議題: 令和７ 年度地域公共交通網形成計画の別紙について

第２ 回 知立市総合公共交通会議 令和６ 年11月26日
主な議題: 地域公共交通確保維持事業の事業評価について

第３ 回 知立市総合公共交通会議 令和７ 年３ 月28日

主な議題: 令和７ 年度地域公共交通事業スケジュ ールについて


